
　それでは、何をどのように変えて、子どもの安全を守っ
ていくのか。それを具現化するのが、新たに実施する
「セーフティ・レビュー」です。
　これは、事故情報をデータベース化し、分析や検証・
予防策の研究など、産官学民が連携して事故を減らし
ていく新たな試みです。勘や経験ではなく、科学的・
客観的な手法で、子どもの事故を防ぐことが期待され
ます。

　昨年は、バスへの置き去りやベランダからの転落な
ど、子どもの重大な事故が相次いで報じられました。
そのたびに「子どもから目を離すな！」といった非難が
上がりますが、一つ興味深い調査結果があります。
　NPO 法人キッズデザイン協議会によると、子どもの
事故は親が原因だと考える人が全体の 8 割を占める
一方で、子どもを常に注意しておくことは不可能である
と、同じく8割の人が思っています。
　産業技術総合研究所は、子どもが転倒するのにか
かる時間は 0.5 秒、1 メートル落下するのには 0.45
秒などと、事故が文字通り「あっという間」に起こる
ことを科学的に分析しています。
　そこで東京都は、有識者の提言も踏まえ、2022 年
7月の発表資料で、以下の考え方を示しました。
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　子どもの事故予防については、これまで都・区議会で議論してきたことに加え、議員連盟の副会
長を務め、2年前（区議時代）のレポートでは「節分の豆」問題をはじめとした安全管理の最前線
をご紹介するなど、議会内外で調査や提言を重ねてきました。
　その甲斐もあってか、ついに東京都が大きく動き出しましたので、ご報告いたします。

（裏面に続く→）

・子どもの見守りには限界がある。
・過度な注意喚起や行動制限は、子どもの成長を阻
害する恐れがある。

・「危ないところを変える」という事故予防の考え方に
も基軸を置き、リスクを減らす。

キーワードは
「見守りだけでは防げない！」

セーフティ・レビュー事業の
実施へ

「ついに動いた！
子どもの事故予防」

1983年生まれ、39歳。円融寺幼稚園、向原小、目黒九中、都立青山高校、東京外語大英語科卒業。
区内の結婚式場に勤務後、手塚よしお秘書。その後、蓮舫秘書。
目黒区議会議員2期、東京都議会議員1期。東京若手議員の会 顧問、子どもの事故予防議連 副会長。

エビデンスに基づく安全な環境を構築

事故情報の集約・共有 事故の検証・予防策の開発

効果検証の実践・継続 事故を予防する環境づくり

・ 各機関による連携

・ 事故データを集約、 共有

・ テーマを設定して収集

・ AI などの最新技術を活用

・ 子どもの行動特性を分析

・ 発生状況のシミュレーション

・ 連携手法の検討

・ 産官学民で効果検証

・ 継続的に予防策を強化

・ 取組の支援、 広報の強化

・ 戦略的に普及啓発

・ 事業者などの後押し
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セーフティ・レビュー事業（子供政策連携室）



　さらに、東京都はこれ以外にも、子どもの安全に関
する新たな事業を数多く打ち出しています。

　それでは、何をどのように変えて、子どもの安全を守っ
ていくのか。それを具現化するのが、新たに実施する
「セーフティ・レビュー」です。
　これは、事故情報をデータベース化し、分析や検証・
予防策の研究など、産官学民が連携して事故を減らし
ていく新たな試みです。勘や経験ではなく、科学的・
客観的な手法で、子どもの事故を防ぐことが期待され
ます。

　2021 年12 月の質問では、歩道橋の定期点検の際
に、構造体の健全性だけでなく、子どもがすり抜けて
しまう可能性のある危険箇所などを併せてチェックする
ことを提案したところ、都は「安全に対する認識を職
員で共有し、点検の精度を高める」との見解を示し、
改善に至りました。
　子どもの事故は、子ども向け製品やサービスだけで
なく、あらゆる場所で起こり得るため、保護者だけで
なく社会全体の気づきを促す必要があります。また、
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他にも、次 と々新たな対策が

みんなで、子どもを守る取り組みを

都庁各局の事故予防の広
報をまとめ、子どもの目線や
専門家の研究手法などを取
り入れ、「子どもを主軸」に
再編集してハンドブック化

乳幼児期の事故防止
学習ソフトをリニュー
アルし、危険な場面を
大人が学習できるコン
テンツを制作

日常生活事故防止動画（子ども編）
を制作。発生件数の多い事故事例な
どを紹介し、子どもの発達段階に応じ
た予防対策、事故発生時の対応を公
式SNSやDVDにて普及啓発

「東京こどもすくすく住
宅認定制度」により、
子育て世帯に配慮した

住宅の供給を
促進

安全・安心な東京の実現に向けた製品
開発支援事業において、子どもの事故
予防などに資する技術や製品の開発・
改良に取り組む事業者に
対して支援を実施

こうした視点が広がることは、誰にとってもやさしい社
会へと繋がるのではないでしょうか。
　私事ですが、先日「子ども安全管理士」の資格を
取得しました。今後は専門家としても、都政の取り組
みをチェックしてまいりますので、皆さまのご意見やご
懸念なども、ぜひお聞かせください。

テーマを問わず、都政に関する
LINEメッセージをお寄せください

製品などの安全対策
に向けた、NPOによる
子どもの安全のための
プラットフォーム「Safe 
Kids」の運用を支援

製品の事故情報を共有 子どもの事故予防に関するハンドブック
（生活文化スポーツ局） （子供政策連携室）

（福祉保健局）
乳幼児の事故を予防 日常生活での事故を予防

（東京消防庁）

安全な住宅環境を実現
（住宅政策本部）

安全な製品開発・改良を支援
（産業労働局）

（下記のメールアドレスでも受け付けております）


